
 

１．改定の背景 

 

 

 

 

 

 

２．本方針の位置づけ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．目指すべき職員像、職位に応じた役割、求められる能力・志向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

４．職員行動指針 

 

 

 

 

 

５．各種取組 ≪取組期間︓令和４年度から令和８年度≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・人口減少、少子高齢化 

・行政課題の多様化、複雑化 

・自然災害や感染症リスクの増大 

・ＳＤＧｓ、デジタル変革の推進 

富士市を取り巻く環境 

・長時間労働の是正 

・働き方改革の推進 

・パワハラ防止に関する措置 

・定年引上げの導入 

地方公務員制度の改正等 

・不祥事防止に向けた取組 

・業務多忙による職員負担の軽減 

・スペシャリストの登用、育成 

・メンタル不調者への対応 

職員アンケート・世論調査 

輝く未来を拓くため、自らの使命を胸に、 

情熱をもって、果敢に行動する職員 

Fu‐Ji：Future Jinzai（未来を拓く人材） 

Ｍ：Mission（使命）Ａ：Action（行動）Ｐ：Passion（情熱） 

目指すべき職員像 

プロ志向 ：倫理観、使命感、規律・服務、責任 

市民志向 ：現場主義、当事者意識、協働、シビックプライド 

チーム志向：組織連携、協調性、他者尊重 

経営志向 ：コスト意識、スピード感、柔軟、ＳＤＧｓの理念 

成長志向 ：自己研鑽、積極性、挑戦、向上心 

求められる志向（行動の軸となる姿勢） 

業務遂行能力：業務知識・技能、業務処理、情報収集・活用、 

あああああああＩＣＴリテラシー（デジタル活用） 

課題解決能力：理解・判断、政策形成、業務改善 

対人関係能力：伝達、コミュニケーション、折衝・交渉・調整 

組織運営能力：組織管理、支援・指導育成、危機管理 

求められる能力 

「目指すべき職員像」を具体化するために、 

職位ごとに「果たすべき役割」を規定 

職位に応じた役割 

令和４年４月改定 

【Ｒ４～Ｒ１３】 

 

人事制度 

 

研修制度 

 

職場風土 

私たち職員は「富士山とともに 輝く未来を拓くまち ふじ」の実現に向けて 
 

《プロ志向》   １ 行政のプロとして 使命感をもって行動します 

《市民志向》   ２ すべての業務を 自分ゴトとして捉え 遂行します 

《チーム志向》  ３ 風通しの良い 自由闊達な職場づくりに努めます 

《経営志向》   ４ ＳＤＧｓの理念のもと 柔軟な発想で課題を解決します 

《成長志向》   ５ 常に向上心をもち 積極果敢にチャレンジします 

職員の意欲と能力（適性）を活かす人事制度 

自己申告やジョブローテーションなど既存の人事

諸制度の改善を図るとともに、複線型人事や組織横

断的な応援体制など新たな制度の導入を進め、職員

一人ひとりがキャリアビジョンを描き、持てる能力

を最大限に発揮できる仕組みを構築します。 
 
【取組】 
 

▶自己申告で描くキャリアビジョン 

▶ジョブローテーションの定着 

▶複線型人事制度の導入 

▶組織横断的な応援体制の強化 

▶人事評価の適正な運用とキャリア形成支援 

▶積極的な発信で多様な人材採用 

▶人材登用に向けた昇任意欲の醸成 

▶柔軟で働きやすい勤務制度 

▶誰もが活躍できる職場環境 

時代を捉え、未来を見据え、 

誰もが主体的に学び続けられる研修制度 

職場研修・職場外研修・自己啓発の３つを職員研修

の柱として、それぞれのメリットを効果的に組み合

わせ、職員と組織が考える人材育成ニーズを的確に

捉えた多様な学習の機会を提供することで、職員の

能力開発やキャリア形成を支援します。 
 
 
【取組】 
 
▶職場研修（ＯＪＴ） 

ＯＪＴの奨励と情報提供 

管理監督職の能力育成 

 

▶基本研修のあり方 

研修内容の見直しと動機づけ 

 

▶チョイス・スタディ研修 

制度設計の見直し 

選択研修の運用改善 

 

▶ＩＣＴを活用した研修 

ＩＣＴを活用した研修の受講環境整備 

研修効果を最大化する実施方法の組み合わせ 

 

▶自己啓発の促進 

職場における支援体制 

キャリア形成のための費用助成制度 

自己啓発活動支援制度の活用促進 
公務外活動のサポート 

同僚性と協働性を育み、誰もがいきいきと働ける職場へ 

職員一人ひとりが健康でいきいきと仕事に取り組めるために、「同僚性」と「協働性」を育み、お互いの 

意見や存在を尊重し、一人ひとりが自立して考え行動できる、柔軟で風通しが良い職場環境を作ります。 
 

【取組】 
 
▶コミュニケーションの活性化 

「人と人」として尊重し合える対話・挨拶の推進 
褒め育の推進 
職場環境チェックの実施 

 
▶ハラスメントの根絶 

全職員対象研修の実施 
相談方法の周知と相談環境の整備 
ハラスメントの調査分析と環境改善 

 
▶メンタルヘルスの向上 

一人で悩ませない相談窓口の周知 
柔軟な働き方の積極的な活用 
復帰後の柔軟な勤務体制の整備 

富士市人材育成基本方針 “未来を拓く人材を育む            ”  ≪概要版≫ 


